
No. 書           名 著         者 出版者 出版年 請求記号

1 乱歩と東京  1920都市の貌 松山 巌　著 Parco出版 1984 29136/MA91

2 江戸川乱歩　幻想と猟奇の世界 多賀 新　銅版画 春陽堂書店 2018 73508/16

3 幻影の蔵  江戸川乱歩探偵小説蔵書目録 新保 博久　編著 東京書籍 2002 9031/20

4 新潮日本文学アルバム    41　   江戸川乱歩 新潮社 1993 91026/56/41

5 乱歩の時代  昭和エロ・グロ・ナンセンス 平凡社 1995 91026/219

6 江戸川乱歩 河出書房新社 1992 91026/ｴﾗ3

7 江戸川乱歩ワンダーランド 中島 河太郎　責任編集 沖積舎 1989 91026/ｴﾗ4

8 江戸川乱歩 太陽編集部　編 平凡社 1998 91026/ｴﾗ6

9 江戸川乱歩  誰もが憧れた少年探偵団 河出書房新社 2003 91026/ｴﾗ7

10 うつし世の乱歩  父・江戸川乱歩の憶い出 平井 隆太郎　著 河出書房新社 2006 91026/ｴﾗ10

11 乱歩の軌跡  父の貼雑帖から 平井 隆太郎　著 東京創元社 2008 91026/ｴﾗ12

12 明智小五郎読本 住田 忠久　編著 長崎出版 2009 91026/ｴﾗ13

13 江戸川乱歩徹底追跡 志村 有弘　編 勉誠出版 2009 91026/ｴﾗ14

14 乱歩彷徨  なぜ読み継がれるのか 紀田 順一郎　著 春風社 2011 91026/ｴﾗ15

15 江戸川乱歩作品論  一人二役の世界 宮本 和歌子　著 和泉書院 2012 91026/ｴﾗ16

16 江戸川乱歩とその時代 武光 誠　文 PHP研究所 2014 91026/ｴﾗ17

17 乱歩ワールド大全 野村 宏平　著 洋泉社 2015 91026/ｴﾗ18

18 乱歩と清張 郷原 宏　著 双葉社 2017 91026/ｴﾗ19

19 乱歩と正史  人はなぜ死の夢を見るのか 内田 隆三　著 講談社 2017 91026/ｴﾗ20

20 江戸川乱歩と横溝正史 中川 右介　著 集英社 2020 91026/ｴﾗ21/20

21 江戸川乱歩新世紀  越境する探偵小説 石川 巧　編 ひつじ書房 2019 91026/ｴﾗ22

22 乱歩の日本語 今野 真二　著 春陽堂書店 2020 91026/ｴﾗ23

23 乱歩とモダン東京  通俗長編の戦略と方法 藤井 淑禎　著 筑摩書房 2021 91026/ｴﾗ25

24 乱歩・正史・風太郎 高木 彬光　著 出版芸術社 2009 91026/ﾀｱ2

25 江戸川乱歩　評論と研究 中島 河太郎　著 講談社 1980 910268/E24/★

26 江戸川乱歩と少年探偵団 堀江 あき子　編 河出書房新社 2002 9136/ﾎｱ5

27 ホフマンと乱歩 人形と光学器械のエロス 平野 嘉彦　著 みすず書房 2007 9436/ﾎｴ2

28 別冊太陽    江戸川乱歩　日本探偵小説の父 平凡社 1972 雑誌※

＜作家論と作品論＞　　　　 

　　　千葉県立東部図書館　資料紹介コーナー

展示期間:令和5年9月1日～10月19日
所蔵館は、無印＝東部、★印＝中央です。※印は貸出不可・館内閲覧のみ可の資料です。

　　　江戸川乱歩デビュー１００周年
　　　　　　　　　　　1894（明治27）～1965（昭和40）

日本の創作探偵小説の父と言われる江戸川乱歩は、職業を転々とした後、今から100年前の29歳のときに『二

銭銅貨』（「新青年」大正12年4月号）という作品で作家デビューしました。

幻想、耽美、狂気、妖美、不気味、怪奇。。。そんな乱歩ワールドをのぞいてみましょう！
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No. 書           名 著         者 出版者 出版年 請求記号

29 幽霊塔
江戸川 乱歩　著
宮崎 駿　口絵

岩波書店 2015 J913/ｴﾗ/★

30 くらしっくミステリーワールド   12　江戸川乱歩集 中島 河太郎　監修 リブリオ出版 1997 L9136/1/12

31 江戸川乱歩全集    1　パノラマ島奇談 一寸法師 湖畔亭事件 江戸川 乱歩　著 沖積舎 2006 9136/ｴﾗ1/1

32 江戸川乱歩全集    2　孤島の鬼 陰獣      江戸川 乱歩　著 沖積舎 2006 9136/ｴﾗ1/2

33 江戸川乱歩全集    3　蜘蛛男・盲獣      江戸川 乱歩　著 沖積舎 2007 9136/ｴﾗ1/3

34 江戸川乱歩全集    4　魔術師・闇に蠢く      江戸川 乱歩　著 沖積舎 2007 9136/ｴﾗ1/4

35 江戸川乱歩全集    5　吸血鬼・虫  江戸川 乱歩　著 沖積舎 2007 9136/ｴﾗ1/5

36 江戸川乱歩全集    6　黄金仮面・何者 江戸川 乱歩　著 沖積舎 2007 9136/ｴﾗ1/6

37 江戸川乱歩全集    7　猟奇の果・地獄の道化師      江戸川 乱歩　著 沖積舎 2007 9136/ｴﾗ1/7

38 江戸川乱歩全集    8　白髪鬼・暗黒星      江戸川 乱歩　著 沖積舎 2007 9136/ｴﾗ1/8

39 江戸川乱歩全集    9　黒蜥蜴・妖虫 江戸川 乱歩　著 沖積舎 2008 9136/ｴﾗ1/9

40 江戸川乱歩全集    10　人間豹 江戸川 乱歩　著 沖積舎 2008 9136/ｴﾗ1/10

41 江戸川乱歩全集    11　緑衣の鬼・恐怖王      江戸川 乱歩　著 沖積舎 2008 9136/ｴﾗ1/11

42 江戸川乱歩全集    12　大暗室・地獄風景 江戸川 乱歩　著 沖積舎 2008 9136/ｴﾗ1/12

43 江戸川乱歩全集    13　幽霊塔・鬼 江戸川 乱歩　著 沖積舎 2008 9136/ｴﾗ1/13

44 江戸川乱歩全集    14　悪魔の紋章・石榴      江戸川 乱歩　著 沖積舎 2008 9136/ｴﾗ1/14

45 江戸川乱歩全集    15　三角館の恐怖・幽鬼の塔      江戸川 乱歩　著 沖積舎 2009 9136/ｴﾗ1/15

46 江戸川乱歩全集    16　化人幻戯・月と手袋 堀越捜査一課長殿 江戸川 乱歩　著 沖積舎 2009 9136/ｴﾗ1/16

47 江戸川乱歩全集    17　ぺてん師と空気男・影男      江戸川 乱歩　著 沖積舎 2009 9136/ｴﾗ1/17

48 江戸川乱歩全集    18　十字路・悪霊      江戸川 乱歩　著 沖積舎 2009 9136/ｴﾗ1/18

49 人間椅子
江戸川 乱歩　著
ヤン・シュヴァンクマ
イエル　画

エスクァイア
マガジンジャパン

2007 9136/ｴﾗ2

50 江戸川乱歩短篇集 江戸川 乱歩　著 岩波書店 2008 9136/ｴﾗ3

51 江戸川乱歩作品集    1 江戸川 乱歩　著 岩波書店 2017 9136/ｴﾗ7/1

52 江戸川乱歩作品集    2 江戸川 乱歩　著 岩波書店 2018 9136/ｴﾗ7/2

53 江戸川乱歩作品集    3 江戸川 乱歩　著 岩波書店 2018 9136/ｴﾗ7/3

54 合作探偵小説コレクション    2 日下 三蔵　編 春陽堂書店 2022 91368/248/2

No. 書           名 著         者 出版者 出版年 請求記号

55 幻影城  探偵小説評論集 江戸川 乱歩　著 沖積舎 1997 9023/13

56 犯罪幻想 江戸川 乱歩　著 東京創元社 1994 9136/E24

57 乱歩随筆  江戸川乱歩自選随筆集 江戸川 乱歩　著 青蛙房 2016 9146/ｴﾗ1

58 わが夢と真実 江戸川 乱歩　著 東京創元社 1957 9146/E24

59 江戸川乱歩全集    20　探偵小説四十年　上 江戸川 乱歩　著 講談社 1979 9186/E24A/20★

60 江戸川乱歩全集    21　探偵小説四十年　下 江戸川 乱歩　著 講談社 1979 9186/E24A/21★

＜乱歩の作品＞

＜乱歩の随筆＞
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No. 書           名 著         者 出版者 出版年 請求記号

61
海外探偵小説作家と作品
著名作家91人の評伝・写真その全作品目録

江戸川 乱歩　著 早川書房 1957 9023/43

62 河出世界文学全集    5　黒猫／モルグ街の殺人／他 E・A・ポー　著 河出書房新社 1989 908/13/5

63 幻想小説大全  鳥獣虫魚 　 （「蜘蛛」H・H・エーベルス著収録） 北宋社 2002 9083/17

64 菊池幽芳探偵小説選    （「秘中の秘」収録） 菊池 幽芳　著 論創社 2013 9136/ｷﾕ23

65 金色の死  谷崎潤一郎大正期短篇集 谷崎 潤一郎　著 講談社 2005 9136/ﾀｼ28

66 明治探偵冒険小説集  1 黒岩涙香集 黒岩涙香 著 筑摩書房 2005 91368/120/1

67 新編・日本幻想文学集成  5　　（「指紋」佐藤 春夫著収録） 国書刊行会 2017 9186/73/5

68 宇野浩二全集  第3巻　　 (「二人の青木愛三郎」収録) 宇野 浩二　著 中央公論社 1968 9186/U77/3★

69 トレント最後の事件 E・C・ベントリイ　著 早川書房 1957 933/B35

70
シャーロック・ホームズ全集　　8
シャーロック・ホームズ最後の挨拶

アーサー・コナン・ドイル　著 河出書房新社 2000 9336/ﾄｱ1/8

71 ポー怪奇幻想集  ヴィジュアル・ストーリー  1 E・A・ポー　著 原書房 2014 9336/ﾎｴ9/1

72 アッシャー家の崩壊/黄金虫 E・A・ポー　著 光文社 2016 9336/ﾎｴ11

73 灰色の女 A.M.ウィリアムスン　著 論創社 2008 9337/ｳ3

74 幻の女 ウイリアム・アイリッシュ　著 早川書房 1981 9337/A25

75 赤毛のレドメイン家 フィルポッツ　著 新潮社 1975 9337/F27

76 黄色い部屋の謎 ガストン・ルルー　著 東京創元社 2020 9537/ﾙｶ2

77 罪と罰 フョードル・M.ドストエフスキー　著 柏艪舎 2014 983/ﾄﾌ24

No. 書           名 著         者 出版者 出版年 請求記号

78 襲名犯　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第59回/平成25年受賞 竹吉 優輔　著 講談社 2013 9136/ﾀﾕ25

79 闇に香る噓　　　　　　　　　　　　　　　　第60回/平成26年受賞 下村 敦史　著 講談社 2014 9136/ｼｱ8

80 道徳の時間　　　　　　　　　　　　　　　　第61回/平成27年受賞 呉 勝浩　著 講談社 2015 9136/ｺｶ3

81 QJKJQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第62回/平成28年受賞 佐藤 究　著 講談社 2016 9136/ｻｷ6

82 到達不能極　　　　　　　　　　　　　　　　第64回/平成30年受賞 斉藤 詠一　著 講談社 2018 9136/ｻｴ3

83 ノワールをまとう女　　　　　　　　　　　 第65回/令和元年受賞 神護 かずみ　著 講談社 2019 9136/ｼｶ35

84 わたしが消える　　　　　　　　　　　　　 第66回/令和2年受賞 佐野 広実　著 講談社 2020 9136/ｻﾋ20

85 北緯43度のコールドケース　　　　　　第67回/令和3年受賞 伏尾 美紀　著 講談社 2021 9136/ﾌﾐ11

86 老虎残夢　　　　　　　　　　　　　　　　　第67回/令和３年受賞 桃野 雑派　著 講談社 2021 9136/ﾓｻ1

87 此の世の果ての殺人　　　　　　　　　　第68回/令和4年受賞 荒木 あかね　著 講談社 2022 9136/ｱｱ47

No. 書           名 著         者 出版者 出版年 請求記号

88 乱歩賞作家赤の謎 長坂 秀佳　ほか著 講談社 2004 91368/110/1

89 乱歩賞作家白の謎 鳥羽 亮　ほか著 講談社 2004 91368/110/2

90 乱歩賞作家黒の謎 鳴海 章　ほか著 講談社 2004 91368/110/3

91 乱歩賞作家青の謎 阿部 陽一　ほか著 講談社 2004 91368/110/4

92 デッド・オア・アライヴ  江戸川乱歩賞作家アンソロジー 薬丸 岳　著 講談社 2013 91368/216

≪乱歩賞受賞作家アンソロジー≫

＜乱歩が愛した作家と作品＞

＜江戸川乱歩賞　受賞作＞

3 ページ



No. 書           名 著         者 出版者 出版年 請求記号

93 近代作家追悼文集成　40　江戸川乱歩 谷崎潤一郎 高見順 ゆまに書房 1999 91026/83/40

94 幻影城の時代　完全版 本多 正一　編 講談社 2008 9105/19

95 二青年図  乱歩と岩田準一  （※乱歩と岩田を主人公に描かれた小説） 岩田 準子　著 新潮社 2001 9136/ｲｼ58

96
鮎川哲也　黒いトランク・準急ながら　別冊・幻影城 保存版
No.9

鮎川 哲也　著 幻影城 1977 9136/A98

97 横溝正史　本陣殺人事件・獄門島　別冊・幻影城 Vol.1 No.1 横溝 正史　著 絃映社 1975 9136/B39/1(1)

98 江戸川乱歩  パノラマ島奇談・陰獣　別冊・幻影城 保存版
No.5

江戸川 乱歩　著 幻影城 1977 9136/E24

99 黒岩涙香　幽霊塔・無惨・紳士のゆくえ　別冊・幻影城 保存
版 No.10

黒岩 涙香　著 幻影城 1977 9136/KU73

100 仁木悦子　猫は知っていた・林の中の家　別冊・幻影城 保存
版No.6

仁木 悦子　著 幻影城 1977 9136/N73

101 乱歩幻想譜　　（※乱歩を主人公にした連作短編集） 斎藤 栄 著 光風社書店 1974 9136/SA25

102 高木彬光　誘拐・わが一高時代の犯罪　別冊・幻影城 保存
版 No.7

高木 彬光　著 幻影城 1977 9136/TA29

103 土屋隆夫　天国は遠すぎる・天狗の面・他　別冊・幻影城 保
存版 No.4

土屋 隆夫　著 幻影城 1977 9136/TS32

104 横溝正史Ⅱ　犬神家の一族・黒猫亭事件　別冊・幻影城 保
存版 No.8

横溝 正史　著 幻影城 1977 9136/Y77/2

＜乱歩に捧ぐ　江戸川乱歩を愛した作家たちによる作品＞

うつし世は夢、よるの夢こそまこと

忘れられない文章

青年時代から現在までも、最も深く感銘しているのはエドガー・アラン・ポーの次の言葉である。

「この世の現実は、私には幻——単なる幻としか感じられない。これに反して、夢の世界の怪しい

想念は、私の生命の糧であるばかりか、今や私にとっての全実在そのものである」

近ごろの作家ではイギリスのウォーター・デ・ラ・メイアの次の言葉が、これを継承している。

「わが望みはいわゆるリアリズムの世界から逸脱するにある。空想的経験こそは現実の経験に比して、

さらに一層リアルである」

私は色紙や短冊に何か書けといわれると、これらの言葉をもっと短くして

「うつし世は夢、よるの夢こそまこと」と書きつけることにしている。

『毎日新聞』昭和三十年六月二十二日

『わが夢と真実』 江戸川乱歩 著 (東京創元社) より引用
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